令和５年度鳥獣保護管理に係る人材登録事業鳥獣プロデータバンク
活用促進事業に係る活動報告書
年　　月　　日
	利用者
（団体名） 
	

	所在地 
	

	担当者 
	ふりがな
	

	
	氏名
	

	
	役職名
	

	
	電話番号
	

	
	E-mail
	

	活動の目的
	

	依頼した登録者 
	

	登録番号 
	

	依頼内容 
	

	対象鳥獣 
	

	 鳥獣保護管理
 活動の実施地域 
	

	 鳥獣保護管理
 活動の実施期間 
	

	申請金額
	

	　私は、鳥獣プロデータバンク活用促進事業を通して鳥獣保護管理活動を実施したので、上記のとおり報告します。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年　　　月　　　日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏名　　　　　　　　　　　　　
　鳥獣保護管理に係る人材登録事業
運営事務局宛


※別紙に、実施した鳥獣保護管理活動（研修・講義等）の具体的な内容（場所、日時、目的、参加人数、成果など）を記載してください。
※ 留意事項

（１）令和５年６月15日（木）～令和６年３月１日（金）に実施し、活動報告書を３月８日（金）までに事務局へ提出した場合、謝金と旅費相当額の支払い対象となります。
（２）謝金と旅費相当額は、事務局から登録者に支払います。謝金と旅費相当額のそれぞれが上限を超える場合、それぞれの超過した額は利用者負担となります（超過額の対応については、利用の手引及びＱ＆Ａもご確認ください）。なお、謝金と旅費相当額は所得税の源泉徴収の対象となります。
· 謝金
活動時間１時間につき7,000円（上限４時間　28,000円）
活動時間には、研修会・講義等の実施時間と、打合せ・準備時間を含みます。
· 旅費相当額
上限27,140円（交通費・日当・宿泊費を含みます）
旅費の算出は利用者の規定する方法に則るものとします。

（３）活動報告書の提出が確認された後、事務局から登録者へ入金先の確認、謝金と旅費相当額の支払いを行います。そのため、活動報告書は活動実施後速やかにご提出ください。
（別紙）

	１．実施した鳥獣保護管理活動（研修・講義等）の具体的な内容（場所、日時、目的、参加人数等）
※画像など活動の様子がわかるものを添付してください。



	２．成果
※画像など活動の様子がわかるものを添付してください。


	３．本事業を利用された理由・感想（任意）


	４．本事業に今後期待すること（任意）


経費明細書
	内容・項目
	単価（円）
	数量
	単位
	金額（円）
	備考

	１．謝金
	
	
	
	
	

	・準備時間
	7,000
	
	時間
	
	

	・打合せ
	7,000
	
	時間
	
	

	・活動実施時間
	7,000
	
	時間
	
	

	計（①謝金申請額）
	
	

	２．旅費相当額
	
	
	
	
	

	・交通費
	
	
	式
	
	

	・宿泊費
	
	
	泊
	
	

	・日当
	
	
	日
	
	

	計
	
	

	2 内、旅費申請額
	
	

	申請金額合計（①と②の合計）
	
	


令和５年度鳥獣保護管理に係る人材登録事業鳥獣プロデータバンク
活用促進事業に係る活動報告書（記載例）
××××年　　〇月　　△日
	利用者 
　（団体名）
	○○県××課

	所在地 
	○〇県△△市××　１－２－３

	担当者 
	ふりがな
	りよう　たろう

	
	氏名
	利用　太郎

	
	役職名
	主事

	
	電話番号
	○○○〇-〇〇-○○○○

	
	E-mail
	○○○〇-〇〇-○○○○

	活動の目的
	〇〇における被害防止活動

	依頼した登録者 
	鳥獣　次郎

	登録番号 
	××××××

	依頼内容 
	集落の被害防止活動の従事者に対する技術講習会の講師

	対象鳥獣 
	シカ・イノシシ

	 鳥獣保護管理
 活動の実施地域 
	○〇県△△市　△△公民館

	 鳥獣保護管理
 活動の実施期間 
	令和５年11月９日　10時～12時（準備、打合せ）
令和５年11月９日　13時～15時（活動実施）

	申請金額
	×××××円

	　私は、鳥獣プロデータバンク活用促進事業を通して鳥獣保護管理活動を実施したので、上記のとおり報告します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　××年　　　〇月　　　△日
　　　　　　　　　　　　　　　　　氏名　　　　　　利用　太郎　　　　　

　鳥獣保護管理に係る人材登録事業
運営事務局宛


※別紙に、実施した鳥獣保護管理活動（研修・講義等）の具体的な内容（場所、日時、目的、参加人数、成果など）を記載してください。
（別紙１－記載例）
	１．実施した鳥獣保護管理活動（研修・講義等）の具体的な内容（場所、日時、目的、参加人数等）
※画像など活動の様子がわかるものを添付してください。
（記載例）

研修会名：集落の被害防止活動の従事者に対する技術講習会
研修会場所：○〇県△△市　△△公民館
研究会準備及び打合せ：令和５年11月９日　10時～12時
研修会日時：令和５年11月９日　13時～15時
研修会目的：被害防止活動の従事者の技術向上のため

研修会講師：鳥獣　次郎

研修会参加者:　従事者　20名
研修会内容：
１．シカとイノシシの基本的な生態と被害防除の考え方・方法（パワーポイントによる説明）
２．実際のわなを用いた技術指導
３．質疑応答




	２．成果
※画像など活動の様子がわかるものを添付してください。
（記載例）
・研修会参加者の感想（アンケート結果など）
・研修会前後で変化があったこと
・担当者が研修会を通して感じたこと
・・・など




	３．本事業を利用された理由・感想（任意）


	４．本事業に今後期待すること（任意）


経費明細書（記載例）
	内容・項目
	単価（円）
	数量
	単位
	金額（円）
	備考

	１．謝金
	
	
	
	
	

	・準備時間
	7,000
	1
	時間
	7,000
	

	・打合せ
	7,000
	1
	時間
	7,000
	

	・活動実施時間
	7,000
	2
	時間
	14,000
	

	計（①謝金申請額）
	28,000
	

	２．旅費相当額
	
	
	
	
	

	・交通費
	26,660
	1
	式
	26,660
	〇〇駅～△△駅往復。

	・宿泊費
	7,000
	1
	泊
	7,000
	

	・日当
	1,600
	2
	日
	3,200
	

	計
	36,860
	うち、9,720円を利用者負担。

	2 内、旅費申請額
	27,140
	

	申請金額合計（①と②の合計）
	55,140
	



鳥獣プロデータバンク　登録者一覧の


『登録情報』をご確認ください。





実施した具体的な内容は別紙に


ご記入ください。





経費明細書の申請金額合計をご記入ください。


こちらの金額が登録者に支払われます。





写真：講習会の風景





写真：講習会を受けて、わなを設置している様子





今後の事業の参考にいたしますので、ぜひご記入ください。





謝金は１時間につき7,000円です。


準備時間、打合せ、活動実施時間を含みます。





上限は４時間（28,000円�）です。





旅費には交通費・日当・宿泊費を含みます。





簡単な経路をご記入ください。





上限は27,140円です。利用者負担分は備考欄にご記入ください。





こちらの申請金額が、活用促進事業より登録者へ支払われる金額となります。








